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インターネットマガジン読者の年齢層で一番多い

のは35歳くらい。この年齢になると、今後の

ローンなども考えて「そろそろマイホームを」と決心

する人が多いはずだ。インターネットマガジン読者に

とっての理想のマイホーム……。それは、やはり、全

室でインターネットが使えるのはもちろん、最新のネ

ットワークが自由に使えて、新しい技術が出現して

も柔軟にそれに対応できる拡張性の高い家なのでは

ないか。

そんな、未来に備えた住宅を“ネットワーク対応住

宅”と呼びたい。あなたも、この記事を読んで、そ

んなマイホームを手に入れてみたくはないだろうか。

対 応 住 宅
設計の基礎知識
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ISDNにCATV、CSなどなど、次々に新しいネットワーク

インフラが登場している。これでは、21世紀に我々が利用す

るネットワークの姿がどうなっているかなどは、まったく予想

ができない。こんな進歩の速いネットワーク技術に比べて、住

宅はTAやルーターのように新製品が出たからといって簡単に

買い換えるというわけにはいかないのだ。

確かに、いますぐ家庭内LANや光ファイバーは必要ないか

もしれない。だが、将来は必要になる可能性は高い。そのとき

に、自由に使える未来に備えた“ネットワーク対応”の家作

りを今から考えてみよう。

ネットワークはあっという間に変化する

サザエさんやドラえもんで電話

の位置が必ず玄関の近くだとい

うことに気づいていないだろうか。

昔の住宅は、電話が家に来る

ということを想定していない設計

だったため、家の中で電

話線を引き込みやすい場

所に電話を設置しなくて

はならなかった。その結

果、住宅設計に“電話は

玄関の近くに置く”というのが一

般的になった。

おなじくサザエさんやドラえも

ん、ちょっと古いドラマでは一家そ

ろってお茶の間でテレビを見るという光景がよく見られる。ほ

んの一昔前、テレビは非常に高価だったので1家に1台が常識

だったのだ。

これが1998年になると、テレビや電話は1部屋1台というの

が当たり前。音声しか運ばないと思われていた電話回線がイン

ターネットに接続したりと劇的に変化している。サザエさん一

家では今でもコードレスフォンは使っていないが……。

また最近では、インターネットブームでパソコンが家庭に爆

発的に普及した。こうなると、パソコンも1人1台になり、イ

ンターネットへの常時接続も当たり前になって、家庭内でLAN

が構築されることはもう決して夢ではないはずだ。

家の中にはネットワークがいっぱい

ネットワークが進歩してくると、電話などの通信系、テレビ

などの映像系、そして家庭内のためのコンピュータ系などの複

数のネットワークが錯綜するようになる。それに加え、まった

く新しいネットワークの技術も出現する可能性は大きい。

多くのネットワークが家の中に張り巡らされるようになると

いうのに、ネットワークについて何も考えないで購入したあなた

の家はどうなるだろうか……。壁に打ち込まれた電話線、廊下

や天井には無数のケーブルがはう。見た目も悪いし、夜中に足

をひっかけてケーブルが切れるわ、

転んで怪我するわの大騒ぎだ。

後悔しないために
拡張性の高さを

現在、住宅設計にはガ

スや水道、電気というラ

イフラインは言うまでもな

く考慮される。それに比

べ、電話はまだしもコンピュータ

ネットワークへの対応はまだまだ

おざなりだ。水道管やガス管がむ

き出しの家がないように、コンピ

ュータネットワークが使う情報インフラも今後は住宅設計の大

きな要素として取り上げられるべきだ。

しかし、情報インフラが水道やガスと大きく異なるのは、ネットワ

ークの進歩に柔軟に対応する拡張性を備えなくてはならない点だ。

拡張性とは単にマルチメディアコンセントを家に付けること

ではない。柔軟な拡張性を備えてネットワークに対応する住

宅。そんな未来のマイホームを考えていこう。

ネットワークに対応しない住宅にネ

ットワークが導入されるといった

いどんなことが起きるのか…。大田区の

閑静な住宅街の一軒家に住む寄立昌孝

さんのお宅にうかがった。

「いやあもうこうなると、リフォームで

もしないとどうしようもないですね」と

寄立さん。2階から1階には階段を通し

てケーブルがぶら下がり、ドアの角を削

って部屋の中まで引いている。

このお宅には、OCNとISDNが3本引

かれ、マッキント

ッシュのLOCAL

TALKによるLAN

も構築されてい

る。20年前に建築

されたお宅には、当時には予想もされて

いなかった新しいネットワークがはりめ

ぐらされているのだ。

「もう、本当に邪魔で邪魔

で…。かといって私や子供た

ちも使っています

から強くは言えな

いんですけどね」

と奥さんの美和子さん。

「妻に強く邪魔だと言われてしま

うとつらいものがありますよ」と苦

笑する寄立さん。奥さんの理解があ

ってこそのホームネットワークなのだ。

「リフォームするならば、絶対に

サーバールームが欲しいですね。音

が結構うるさいですし、まとめたほうが

配線しやすいですから。あと、壁の上の

ほうに雨といみたいなケーブルをのせる

スペースを作って、各部屋に穴をあけて

おきたいです。そうすれば業者を呼ばな

くても自分で好きなように配線できます

からね」

増殖するネットワークとの

奮闘はまだまだ続くようだ。

理想のマイホームは“ネットワーク対応”

我が家は
ネットワーク非対応

住宅で
困ってマス……

部屋の隅にあるサーバーから
出るケーブルの束。

ケーブルが2階の天井か
らぶらさがってくる。努
力の跡がうかがわれる。

ルーターやハブなどの機
器のまわりは、処理が難
しいのでこのように。

寄立さんのご家族。
家族みんながネット
ワークを使いこなし
ていました。
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メディアの変化を探る前に、ネッ

トワークの大原則を確認してお

こう。それは、世の中にあるさまざま

なネットワークの接続体系はおおざっ

ぱに数種類に分けられるということだ。

このことは、さまざまなネットワーク

を家中に配置する上で非常に大切な

ことなので、ぜひ覚えておこう。ここ

では、コンピュータが接続される場合

を例にとって2つ説明しよう。

1つはバス型。これは、1つの線を

中心にぶらさがるようにコンピュータ

が接続されるという形。

次はスター型。こ

れは花火のように、

ハブに対して個々の

コンピュータが接続

されるというもの。

ネットサーフィンす

るならISDNが当

たり前というのはイン

ターネットマガジンの常

識。デジタル回線網を

使ったISDNは、デー

タ通信に適している。

この記事を読んでいる

読者でも、すでにISDN

を使っている人は多いのではないだろ

うか。そんな読者の中には、TAとDSU

の配置に困っている人が多いと聞く。

ISDNの場合、外から来た電話線は

DSUに接続しなくてはいけないし、パ

ソコンはTAに接続する必要がある。

DSU付きのTAを買ってもよいのだが、

たくさんのTAやダイアルアップルータ

などの機器を自由に接続するには、

DSUとTAが別になっているほうがよ

い。拡張性を取るべく理想的な配線

をするのは結構難しいものなのだ。

コンピュータは1家に1台の時代

から1人1台の時代に移行して

いる。しかも、常時接続サービスもぐ

っと安くなってきている。そんな状況

の中、家に複数のコンピュータ、イン

ターネットがあるとすれば、家庭内

LANは必要不可欠だ。

電子メールを読んだりネットサーフ

ィンするのがパパの書斎だけというの

では家族がちょっと困る時代はすぐそ

こにまで来ている。そうなるとお父さ

んの書斎には一家のメールサーバーや

家庭内イントラネッ

トサーバーが置かれ

て、家族がそこにア

クセスするようになる

かもしれない。

ネットワークを形作る
2つの基本型

本誌付録のプロバイダーマップを見る

と、1つのプロバイダーに多数のプロ

バイダーが接続されているという形に

なっている。これはスター型と呼ばれ

るネットワークである。よく見ると、

輝く星に見えないこともない。

これから紹介するネットワークは、

これらのタイプの中のどれかに該当し

ているのだ。
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現在、CATVが

インターネッ

トサービスを開始す

るという動きが急速

に進行している。こ

のサービスは、ケーブルテレビの空い

ているチャンネルでインターネット接

続をするというものだ。今まで見てい

たケーブルテレビがあっという間に数

Mbpsの回線になってしまうのだから

これは便利。まだまだ実験段階のとこ

ろが多いが、本格的にサービスを開始

しているところも数社現れている。

NTTが2005年をめどに全家庭

に光ファイバーを敷設するとい

う計画を進めている（Fiber To The

Home計画）。これは家に引き込まれ

ている電話線をメタルケーブルと呼ば

れる銅線から光ファイバーケーブルに

すべて置き換えるという壮大な計画

だ。その詳細は現時点では明らかでは

ないが、この計画はまさに大容量ネッ

トワーク社会の始まりを予感させる。

実現すれば、テレビ電話はもちろん、

ビデオ・オン・デマンドなどの映像系

サービスや超高速インターネットサー

ビスなど夢のような技術が本格的に登

場することは間違いなさそうだ。これ

が実用化されるころにはISDNがすっ

かり時代後れになっていることだろう。

数百チャンネルの有料番組が楽し

めるのがPerfecTVやDirecTV

などの通信衛星放送。出始めなので

普及はいまひとつ進んでいないようだ。

最近この通信衛星のトランスポンダー

（伝送装置）をインターネット用に使

って、宇宙からインターネットのデー

タを送信するサービスが始まった。大

容量のデータを一気に広範囲に伝送

できるこのシステムは、新しいコンピ

ュータネットワークにな

るかもしれない。

現在は企業向けのサ

ービスが多いが、価格

が下がってくれば一般

家庭にも普及してくる

可能性は十分ある。今

後に期待したい。

通信衛星からインターネットが
降ってくる

光ファイバーシステムの予想図 
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ネットワーク対応住宅とは、どん

なものを思い浮かべるだろうか。

最近、よく自慢されるのが全室に

ISDNの端子を出したとか、10Base-

Tのケーブルを引きまわしたとかいう話

だ。中にはマルチメディアコンセント

を取りつけたという

人もいる。

現在でも、ISDN

やCATVなどの新し

いネットワークに対

応した住宅は登場し

ている。しかし、これらの設計はほと

んど現在の状況を解決するためのもの

だ。まったく新しい技術が登場してし

マルチメディア
コンセントだけで
十分か？

時代遅れにならない住宅設計の基

本は、拡張性だ。その拡張性

を手に入れるためには、マルチメディ

アコンセントなどのようなネットワー

クの出口だけを気にしても意味がない。

本当に考えなくてはいけないのは、

ネットワークという神経系を通す神経

経路なのだ。経路さえ用意しておけ

ば、そこに通すものが何になっても別

に困らない。都市設計の基本が道路

や地下鉄なのと同じよ

うに、ネットワークに

対応した住宅設計の基

本は、このネットワー

拡
張
性
を

確
保
す
る
に
は

その神経系と言えるのが電話線や

アンテナなどのケーブルだ。電

話線やアンテナケーブルは、内壁と外

壁の隙間にケーブルを引き込んでそこ

から各部屋に配

置している。

この配置方法

には、ケーブルを

マイホームに住むのは自分自身。
自分が住む家だからこそ設計についての知識は

不可欠だ。そこで、
ネットワークに対応する住宅を

設計するために重要な知識である配線
について詳しく紹介しよう。

後悔しない
設計基礎知識

まえば、今のものは確実に古くなる。

ISDNやCATVが時代後れになった

とき、マルチメディアコンセントは同

時に時代遅れになってしまう。そうな

るのはけっして遠い先の話ではない。

壁の内側に打ち付け

て配線する直付けタ

イプと、配管とよば

れる管を通して配線

する2つのタイプがある。ケーブルを

壁に打ち付けて配線してしまうと、ケ

ーブルは固定されてしまうので動かせ

なくなってしまい、ケーブルの種類が

増えた場合に、対応が非常に難しく

なってしまう。

これに対して、配管はすでに管が配

置されているわけだからネットワーク

が増えても、その管にケーブルを通す

ことで柔軟に対応できるというわけだ。

クの経路だと言える。

住宅という人間の入れ物はなかなか

新しく替えることはできない。しかし、

日々進歩するネットワークを入れるた

めの“入れ物”をあらかじめ準備して

おくのが重要なのである。

家の配線方法には
2種類ある
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OK

配管とは家のどこに

あるのだろうか。

これは、右図のように壁

と外壁の間にある隙間を

通じて家中に引き回され

る。配管に使うチューブ

は洗濯機の排水ホースの

ようなもので、くねくね

と自由に曲げられるので

家のどこにでも取り回す

ことができる。

ただ、ケーブルの太さはもちろん、

ノイズなどの関係で、配管には1本に

つき1種類のネットワークしか引き込

まないのが原則。そのため、新しいネ

ットワークが登場することも考えて多

めに準備しておくのが正解だ。

ケーブルの配管工事
っていったい何？

配管は後悔しないマイホーム作り

への必須条件なのだが、ちょっ

とした注意点がある。それは配管の曲

がり具合だ。家の全体に配管を取り

回す場合、下図のように曲がりくねり

ながら配管されるが、その角度があま

り急だと、ケーブルの配線が難しくな

る可能性がある。

とくに将来、光ファイバーケーブル

が配線される場合が問題になってく

る。なぜなら、光ファイバーはあまり

曲げるとデータが伝送できなくなって

しまうのだ。現時点では、直径6cm

の範囲の曲線にまでは対応している。

それゆえ、現時点でも配管をそれ以上

に曲げておかないほうがよい。

この曲がり角度に関して、光ファイ

バーの研究開発をしている古河電工株

式会社に問い合わせてみたところ「ケ

ーブルの心線が石英ガラスで

ある以上、曲げの最大直径は

6cmが限界でないか。しかし、

伝送ロスが極めて少ないとい

う最大のメリットがある」と

言う。

また、新素材の登場がこの問題を解

決するかもしれない。プラスチック素

材の光ファイバーを商品化した旭化成

によると「直径4mmで曲げることが

でき、伝送ロスも石英ガラスに劣らな

い。家までの基幹系ネットワークには

石英ガラス、家庭内などにはプラスチ

ックというのが主流になるのではない

か」と予想している。

家の中の配線はお分かりいただけ

ただろうか。では、外から来るケ

ーブル類はどうやって家の中に入って

くるかをちょっとだけ解説しておこう。

一戸建ては単純だ。電話線は地下

か電柱を通って家の保安器という機具

に接続されて、ここから家の中へ入っ

てくる。ケーブルテレビも同じで、電柱

か地下からケーブルが来て、保安器に

接続して家の中という順路だ。衛星

のパラボラはベランダか屋根の上のア

ンテナからそのまま家の中にやって来る。

マンションの場合はちょっと面倒。

これらの情報インフラは共同で使う必

要があるからだ。電話線は、マンショ

ン全戸分の線がMDF（Main Distri

bution Frame）という配線盤に集ま

る。そこから各階にあるIDF（Inter

midiate Distribution Frame）という

機具に分配され、そこから各部屋に引

き込まれる。ケーブルもこれと同様だ。

パラボラは屋上に配置され、そこから

各部屋に配線される仕組みになってい

る。詳しくは256ページを参考にして

ほしい。

外壁 内壁 

配管の曲がり
角度に注意

電話やケーブルテレビ、
衛星はこうして家に
やってくる

1F

2F

一戸建ての電話線の引き込み 電柱 

保安器 
電話線 
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部屋 

部屋 

部屋 

収納 

収納 
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玄関 

脱衣所 

床の間 

トイレ 

バス 

キッチン 

リビング 

配線盤 

和室 種
類
の
配
管

を
準
備

未来のネットワークに備えるためには、
それを入れる経路を用意する

というのはお分かりいただけただろうか。
ここでは、それをどのような形で

作るかを考えてみたい。
先ほどのネットワークの基本型を
思い出しながら読んでみよう。

バス型に分類されるネット

ワークは電話系のネットワー

クだ。これらには、送り配管

という形で管を配置する必要

がある。この送り配管という

のは、一筆書きで絵を描くよ

うに配管を延ばしていく方法

だ。

一般的な2階建ての一戸建

ての間取りを例にとって説明

しよう。図のように、外への

口のほうから入ってきた配管

は物入れ上から2階に上がる。

そして各部屋の壁の裏を通っ

て、寝室から1階のリビング

に下る。そして、リビングの

裏から和室に行って再びリビ

ングのもう1か所の部分で終

2
0
0
5
年
に
対
応
す
る
に
は

了する。部屋が広い場合、モ

ジュラージャックなどの情報

コンセントが数か所あると、

電話などの機器が自由に置け

るので便利だ。

このように2階から1階にか

けて一筆書きで配管を配置す

る。これが送り配管なのであ

る。

2
バス型
ネットワークは
送り配管で
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ネットワーク用の配線盤。ネットワークの拡張に
合わせてパーツを増やせる。

ネットワークに対応した
コンセントが登場
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1つのパネルにさまざまなネットワークの出
口を配置することができる。

ネットワーク対応住宅は、部屋に何種類も引かれる。それらをまとめて1

つにしたコンセントが松下電工から発売されている。これは埋め込みマルチ

メディアコンセントと呼ばれるもので、1つのパネルにコンセントはもちろん

BS、CS、電話にLANケーブルまでが配線できるようになっている。組み

合わせでそれぞれの種類などを柔軟に変えることができるようになっている。

ケーブルテレビや衛星など

の映像系とLANなどのコンピ

ュータネットワークなどにはス

ター型の配管を準備する必要

がある。

どう配管されるかを見てい

こう。外から来た配管は一度

玄関側の物入れに来る。ここ

から天井裏などを通って各部

屋まで一気に分散して配管さ

れる。2階の各部屋にもこの

物入れから天井裏や柱の間を

つたってそれぞれ配管する。

この図のように、物入れな

どの配管を集中させる場所が

あるとスター型の配管がしや

すくなる。ここはちょうどハ

ブと同じような機能をするの

で、ハブやサーバーを置くス

ペースがあると理想的だ。

スター型
ネットワークは、
スター型配管で
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建てた人たちの
工夫に学べ！

ネットワーク対応をあらかじめ考慮して
自分の住まいを手に入れた人に、
建てたときの工夫と、その後の様子を聞いてみた。

昨年4月に完成した、3階建て

住宅に住んでいる橋本さん。トイ

レやバスルームを除いた家庭内の

全室に情報化配線（P255参照）

を導入し、それぞれの部屋でのイ

ンターネット接続やテレビ視聴を

可能にした。

導入された動機は、「子供が大

きくなったら必ず使うことになる

ので、そのとき困らないように、

また、この家に別の人が住む可能

性もあるので、そうなった場合の

使い勝手が悪くならないようにと

考えました。最初から全室に配線

するつもりだったんですが、ニフ

ティのフォーラム（FMYHOME）

で住宅情報化配線があることを知

ったんです」と、橋本さん。そこ

で住宅情報化推進協議会に問い

合わせ、アドバイスを受けながら

導入プランを練っていった。奥さ

んのお母さんとの2世帯住宅で、

2階以上が橋本さん、1階がお母

さんと分かれているため、その対

処法に困っていたが、的確なアド

バイスをもらえた。その結果、情

報分電盤を1階と3階の2カ所に

配し、配線ルートも異なったもの

にしたという。

テレビの口を全室に、というの

は建築業者からのアイデアだが、

情報化配線については全く知らな

かったため、業者に理解してもら

うのが大変だった。「こんなに通し

ちゃ危ないとか、通常は16ミリ径

の管を使うのに、22ミリ径の管じ

ゃ配管が太すぎると言われたり。

骨組みができた状態で導入を決め

たので、工事する側も多少の苦労

はあったようです。配管について

は、業者に同協議会の資料を読

んで勉強してもらい、図面を書い

てもらいました」。

これから作ろうという人には、

同協議会に問い合わせ、資料や

アドバイスをもらって活用するこ

とをすすめたいという。

情報化配線導入で、
暮らしの変化にも
対応できる

東京都

橋本さん

橋本さんのご家族。

3階情報分電盤の中
身。DSU、分配器な
どが詰まっている。

室内のコンセントの
出口。同軸 2つと、
モジュラー2つは情
報化配線の基本。

1階の情報分電盤の工事中の様
子。配線の種類ごとに配管がある
ことがわかる。

Photo ; Hiroji Kazuo
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ネットワークと車庫が、
家を建てるときの最優先課題でした。

「設計するときに最初から家庭

内にイーサネットを入れようと決

めていました」というのは、本誌

執筆者としてもおなじみの石川さ

ん。リビングを吹き抜けにする、

愛車のある車庫をリビングから見

えるようにするなどの、間取りプ

ランと同じくらいの重要度にあっ

た家庭内ネットワーク。書斎のサ

ーバーからスター型に、リビング、

子供部屋、玄関、屋外に、それ

ぞれ2 本ずつイーサケーブル

（10BASE-T）を配置している。

寝室には出していないのは、奥様

から「それだけはやめてくれと言

われた(笑)」からとか。ケーブル

設置には、ほとんど苦労はなかっ

たという。

「大工さんにケーブルだけ渡し

て、ケーブルを出す位置を指定し

ただけです。配管もそんなに太く

ないし（編集部注：石川邸の場

合16ミリ径のものを使用した）、

何の問題もなくやってくれました。

費用もケーブル代しかかかってな

い。建てるときにやれば費用はか

かりませんから、最低、配管だけ

でもしておくといい」。

規格住宅にしないで、地元の工

務店に設計・建築を依頼したか

らできたという。規格住宅では、

配管一つ増やすのも難しいのが現

実。融通の利く業者に建ててもら

ったので、自分の希望通りやって

もらえたそうだ。

「ちょっと反省しているのは、電

源のところに一緒にケーブルを出

してもらえばよかったなと。やっ

ぱりケーブルを使うところでは電

源が必要になるんで。それを考え

ると、使う使わないに関わらず、

全ての電源のところに10BASE-T

を出しておけばよかったかも。実

際は使うまでふさいでおいてもい

いわけですし。あと、CATVや

xDSLが来る可能性もあることを

埼玉県

石川和也さん

石川さんご家族。

書斎の様子。建築当時からハブや
ルーターの置き場所は決めており、
書斎の机も作りつけてもらった。

コンセントを取り付ける前のケー
ブル出口。パイプが通っているの
がわかる。

考えると、同軸も入れておけばよ

かったし、光のケーブルもとりあ

えず通すだけでもしておけば……」

と、欲求は尽きない。これから

建てる人にアドバイスしたいこと

も聞いてみた。

「10BASE-Tのケーブルを各部

屋に2本以上出しておくことです。

2本あれば電話にもPCにも使えま

すし、インタラクティブTVなどの

ことを考えると、もっとあっても

いいくらい。うちの場合、リビン

グなどは電話とPCを使うともう

いっぱいなんで、本当は3本出し

ておけばよかったかな」。

書斎のケーブル出口。
ここから各部屋にイーサ
ネットが引かれている
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これまでのページで、建築

時に各部屋にスター型と送り

型の配管を通しておけば、映

像系・情報系のどちらにも対

応できることを説明してきた。

ここでは、実際の配線がど

うなっているか、また、実際

に配線する場合はどうしたら

よいかを考えてみよう。

2種類の配線が
情報を支配する

スター型配線を使用するの

は、主に映像情報系の配線

だ。屋根やベランダのアンテ

ナ、または地中のケーブルか

ら混合器に引き込まれ、分配

器を通して各部屋の同軸コン

セントに直接つながる種類の

配線で、地上波テレビ、BS、

CS、CATVなどは、すべてス

ター型で配線される。また家

庭内LANでも、ハブを中心

として各マシンが接続される

スター型に配線を形成する。

これらの配線はスター配管に

ケーブルを通す。

一方、送り型の配線は、

ISDNなど主に電話系の配線

が使用する。電線から保安器

を通って家庭内に入り、そこ

からすべての部屋を直列、つ

部屋 

部屋 

部屋 

 

収納 

玄関 

脱衣所 

床の間 

トイレ 

バス 

リビング 

配線盤 

和室 

室内は
こう配線する！

TA

ISDNケーブル 

モジュラーケーブル 

DSU
電話用の送り配管を使用
する。TAからのアナログ
ケーブルとISDNケーブル
を引き回す。 

【ISDNの配線方法】 

ネットワーク対応住宅
の配線を考えよう

一戸建ての場合、集合住宅と違って
自由に配線できるという利点がある。
しかし、ネットワークの種類とそれに対する配線の知識がなくては
設計者や電気工事業者に正しく注文することができない。
ここでは、部屋の中にどう配線していくかを考えてみる。

ISDNの回線 

ケーブルテレビ，CS他 
LANケーブル 
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まりバス型配線でつなぐ。こ

こでISDNの場合だと最後に

終端抵抗をつける。出発点か

ら終端まで1本でつなぐ配線

だ。これには、送り配管の中

に電話線を通していく。

これら複数のシステムを効

率よく配線するには、屋内

にネットワーク用の配線盤を

設けることをすすめる（251

ページ参照）。家庭への引き

込み口から近いところに、映

像系のブースターやDSUな

どを1か所にまとめた配線盤

を作り、そこから各部屋に配

線する方法だ。それぞれの配

線を管理しやすく、無駄な

配線も防げる。

希望どおりに
配線するには

さて、実際に工事をするの

は施工業者だ。彼らに配管し

たいという意図をきちんと伝

えなければ、自分の狙いと違

った結果になることがある。

たとえば、配管を頼んだつも

りが、ケーブルを直接壁に打

ち込まれて配線されたり、う

まく意図が伝わらずに必要な

ところに配管されなかったり

する。こういう事態を防ぐに

は、施工業者に「各部屋に

配管してほしい」という意思

をきちんと伝えるのが大切だ。

とはいえ、現在のところ電

気業者や工務店は、ネットワ

ークについての知識をあまり

持っていない。こちらの希望

を言っても理解されず、その

とおりにならないことが多い。

それなら、「22ミリ径の配管

を各室にこういう形とこうい

う形で通してほしい」となるべ

く具体的に頼むほうが、トラブ

ルが少なくてすむだろう。ま

た、電気業者が工事をすると

きは、実際に現場に行って確

認するというのもポイントだ。

身近なISDNとLAN
をうまく配線しよう

ISDNの場合は、アナログ

電話用の口を1～2個持った

TAを配線盤のそばに設置し、

アナログ電話はTAから配線

する方法がベストだ。それら

の配線の引き回しには、送り

配線用の配管を利用する。ま

た、アナログに加えてISDN

のS点も各室に配線するのが

よい。こうするためには電話

用の配線口の場所と、配線

図を自ら書き、設計者や工事

業者に依頼する形になる。

家庭内LANの場合は、各

室にイーサネットケーブルを

敷設することだ。一戸建ての

場合は、配線盤のそばにイー

サネットのハブを設置し、そ

こからスター型配管を使って、

必要な部屋に延ばす。各部屋

で2台以上のコンピュータを

接続したいときは、さらに部

屋にハブを置いて接続する。

ハブは、現時点では10Base-

T用とし、総延長の兼ね合い

からスイッチングハブに置き

換えたり、100Base-TX用の

ハブへの移行を考えればよい。

また将来的には、DVカメ

ラでも利用されているIEEE

1394ケーブルを利用したネッ

トワークの普及も予想される。

その場合も、2種類の配管を

使えば、なんの問題もない。

住宅情報化の業界動向――1

住宅情報化推進協議会
家庭のマルチメディア対応化を進めるためにつくられた住

宅情報化推進協議会。建設会社や住宅メーカーなどのメ

ンバーで運営され、一戸建てや集合住宅を含めた住宅情報

化に力を入れている。ここからアドバイスや資料をもらって

ネットワーク対応住宅の参考にした人も多いという。

ここが推進する住宅情報化配線（Home Information

Infrastructure）という規格は、配線をとりまとめる情報

分電盤と各部屋に情報コンセントを設け、その間に同軸ケ

ーブル2本と4対のペアケーブルを敷設するというものだ。

現在年間3000戸ほどが認められている。今後もこの規格

を普及させるさまざまな試みを準備中だという。

住宅情報化の業界動向――2

ミサワホーム
昨年、「生涯学習の家」を発表したミサワホーム。これ

は、あらかじめキッチン、寝室、子供部屋などにライブラ

リーと呼ばれるマルチメディア対応スペースを設け、そこに

先行配線を施し、各部屋でのインターネット利用を可能と

する。宣伝部の西郷泰信さんによると「プラン自体も注目

されていますが、お客様にこれを見せることで、先行配線

のメリットに気づいていただける」という。今後、定期的

に住宅のマルチメディア化をふまえたプランを提案していく

予定だという。
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集
合
住
宅
の
配
線
は

こ
う
な
っ
て
い
る
！

比較的に融通が利く一戸建

てに比べて、マンションなど

の集合住宅の場合は、いろい

ろな制約がつきまとう。住宅

会社ごとにそれぞれ異なった

配管をしているため、入居し

た後で自分の望む部屋に配線

が出せないことが判明するこ

ともある。また、共同のCS

設備を導入しようとしたら、

住民投票で反対されてできな

かったということがよく起こ

っている。そういった事態を

防ぐためには、入居を決める

前に管理規約などの入念なチ

ェックが必要になる。

一戸建てとは
異なる配線

集合住宅では、電話も映像

系もまとめて引き込まれるた

め、各戸への配線は一戸建て

と大きく異なる。このケーブ

ルを集合させる部分の引き込

み方が、各戸への配線に影響

する場合がある。

電話が送り型、映像系がス

ター型に配管されるというの

は一戸建てと共通だ。しかし、

配線を単純化してケーブルの

長さを節約するため、映像系

住宅情報化の業界動向――3

大京
55階建ての超高層マンションとして注目されている、埼玉県川口市に建築中の「エルザタワー55」。こ

こは電話や映像などの各種配管を全室に施していること、電話回線の引き込みに光ファイバーを採用して

いるなど、情報化のニーズに対応している。大京の大場道夫さんは「間取りにさまざまなタイプがあり、多

様なお客様のニーズに応えられるよう、全室配管にしました。電話に関しては先行配線も行っています。

映像も、地上波、衛星、CATVのなかから選んでいただけます」と語る。高さなどが突出した物件のため、

これでも控えめな仕様ということで、今後、より情報化に対応した物件も考慮中だ。

制限の多い集合住宅 後
か
ら
手
を
加
え
る
こ
と
が
難
し
い
集
合
住
宅
。
自
由
に
新
し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
導
入
し
た
り
、
配
線
す
る
わ
け
に
は
な
か
な
か
い
か
な
い
。
後
悔
先
に
立
た
ず
。

購
入
を
決
定
す
る
前
に
必
ず
見
て
お
き
た
い
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
は
こ
こ
だ
！
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映像回線 

映像系特殊配線 

電話配線 
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特種配線のように各戸の入り

口から入らず、上の階の部屋

から下の階の部屋へ直接配線

される場合もある。このとき

他の部屋への配管がなされて

いないと、各部屋をつないだ

ネットワーク作りは難しくな

る。また、建築会社によって

は独自の配線を行っており、

後から新しいネットワークイ

ンフラを導入する場合は天井

を剥がすしかなく、事実上不

可能という場合もある。

また電話回線は、NTTから

集合住宅に割り当てる回線の

数は最初から決まっているの

で、他の住民が先に2、3回

線を入れてしまうと、回線数

が足りなくなって後から回線

増設を申し込むと特別な工事

をする場合がある。

集合住宅で
後悔しないために

そういった不自由を防ぐた

めにはどうしたらよいか。

一番確実なのは、マンショ

ンの設計図を見せてもらうこ

とだ。モデルルームや現地販

売所では、設計図を置くこと

が義務づけられているので、

それをチェックする。設計図

そのものは膨大な量があるが、

チェックすべきは弱電系と呼

ばれる部分の設計図だ。そこ

に、マンション全体の配線、

及び各戸の配線が記されてい

る。配線と配管の違いも明記

され、各部屋の配管からコン

セントなどの出口がどこにあ

るかも確認できる。自分で建

てるものではないだけに、設

計図での確認が重要となって

くる。特に配管などのつっこ

んだ部分は、セールスマンの

話を聞くより、設計図で見て

確認するほうが確実だ。

身近なISDNとLAN
をうまく配線しよう

ISDNの基本は一戸建てと

同様だ。配管状況によって制

約を受ける場合もある。設計

図で配管の有無と引き回しの

順序を確認し、最初の引出

口のところにTAを設置しよ

う。なお、既存の電話ケーブ

ルを利用する場合は問題ない

が、それ以外は有資格者の立

ち会いのもとで工事を行うの

で、集合住宅の竣工前に依

頼するか、入居後に専門業者

に頼むかのどちらかになる。

家庭内LANも基本は一戸

建てと同じ。ただ、集合住宅

の場合は、スター型の配管が

設置されていないことも多く、

ハブの設置場所に悩むことも

ある。送り配管を使う方法も

あるが、電話用の配管にさら

にイーサネットケーブルを入

れるのは限界があり、露出配

線しかできない場合が多い。

露出配線を避けるには、無線

LANを使うという方法もあ

る。

住宅情報化の業界動向――4

ジャパンメディアシステム
OCNスタンダードを採用したことで話題の「西早稲田シティタワー」（住友不動産）。全150戸にカテ

ゴリー5の口を出し、月額3000円前後という低料金で、インターネットに常時接続できる。OCN導入を

担当したのはジャパンメディアシステムで、「導入は建築初期から決定していまして、当社のBIASシステ

ムをアレンジし、管理室にサーバー、各階にスイッチングハブを置いています。完成前に申し込みがあれば

他室にも配線可能ですし、プロキシーやファイアーウォールも構築しています」と、同社の鈴木利幸さん。

今後住宅系でこのネットワークを活かしていく予定だという。
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2005年を視野に入れた住宅選びでは、「拡張性」という点
を意識する必要がある。将来の姿が100％はっきりわかって
いるわけではないので、今の時点ですべてを用意することが
できないからだ。
現在個人の利用が妥当なものとしては、電話、ISDN、CATV、
CSディジタル、ホームLANなどがあるが、2005年にあるべき住
宅を考えたとき、当然ながらFTTHを忘れるわけにはいかな
い。FTTHは、NTTによるものだけでなく、地域のCATV
会社によって実現されることも考えられる。とりあえず、光
ファイバーケーブルが家庭まで入ってくることは考えたい。

ポイント1
少なくとも2本の配管は用意したい

住宅の外側から内側に入ってくる線を考
えてみると、電話やISDNなどの線、CATV
の線がある。これに加えて、あるいはこれに代
わって光ケーブルが登場する。これらのケー
ブルを引き込むための配管をしておくべきだ
ろう。少なくとも2本程度の配管は必要だ。こ
の配管は、光ファイバーケーブルのことを考慮し、なるべく曲が
りが少なくなるような経路を取り、配線盤まで延ばしたい。

ポイント2
配線盤のスペースを特別に用意する

配線盤は、電気の配電盤のようなもので、通信系と電波映
像系の集線装置の意味を持つ。弱電盤とかコントロールボッ
クスと呼ばれることもある。屋上などに設置したアンテナや
パラボラからのケーブルも、配管を施したうえでこの配線盤
まで延ばしてくればよいわけだ。
配線盤の設置場所としては、納戸などのスペースを利用す
る。将来、光ケーブルの敷設を考えると、光/電気変換装置
用のスペースを確保しやすい場所を選ぶ。映像系や家庭内
LANまで考慮したとき、配線盤のそばに1辺1m程度の立方
体分のスペースを用意できれば問題ないだろう。

ポイント3
2種類の配管を準備。スター型は1か所につき2本を

あとはこの配線盤と各部屋を結ぶ配管を用意しておくこと
になる。用意する配管は、送り配線用の配管と、スター型配
線用の配管の2種類だ。特に、スター型配線用の配管は、で
きれば1か所につき2本用意したい。どこまで配管を用意でき
るかは、建物の構造との兼ね合いとなるので、建築士との入
念な打ち合わせが必要となる。
前述のように、送り配線用の配管には、電話やISDNの線
を入れる。スター型配線用の配管を使うのは、アンテナやパ
ラボラなどの放送系、CATV、家庭内LANとなる。これで
ずいぶん拡張性を保つことができるはずだ。
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2005年の光ファイバーケーブルを意識する

僕がこだわるのは

家を作るステップのなかで、

最初の段階では全部屋でネ

ットワーク対応という希望も出て

きます。が、やはり総予算の限度

があるので、家を造る段階が進む

と優先順位が低くなることがほと

んどです。一番の原因は、一度整

備すれば半永久的に使えるもので

はなく、技術が新しいので、しば

らくはこれでいけるだろうといっ

た性質のものだから。

家の場合には、ローン

で建てれば30年くら

い、少なくとも10年

単位で住む。今から

10年前にコンピュータがどうだっ

たかということを考えると、10年

後を想定した場合、ほとんど何も

できないんです。現実的には今あ

る設備系統しか出てこない。

たとえば電話。通常は空配管

をしていますが、そのルートや出

口が多くなるほど費用がかかりま

す。LANも同様です。しかも、

建ったあとどの部屋にPCを置く

かという計画がなかなか決まらな

いんです。

こだわりの配管

住宅建築の
現実は？

井上尚司

2005年に、光ファイバーケ

ーブルが本格的に家までや

ってきたことを考えてみよう。NTT

かCATV会社がFTTHとして住宅

内にまで光ファイ

バーケーブルを敷

設すると、それま

でのケーブルが一

切いらなくなるこ

とも考えられる。

FTTHの先としては、住宅内に

入った光ファイバーケーブルを各

部屋にまで延ばすというプランも

ある。しかし、とにかく住宅内に

さえ入れば、あとは100Mbpsで

の通信も可能となるので、とりあ

えずはFTTHを考えればよい。

一戸建てでは、外部から住宅

内への配線経路が問題となる。し

かし、あらかじめ光ケーブルを考

慮した配管さえしてあれば、あと

はその中に線を通すだけである。

光ケーブルは、配線盤まで延ば

してくればよい。そこに、DSUや

CSUなどの変換装置を設け、光

から電気信号に戻す。ここに送り

配管とスター型配管を用意してお

けば準備は万端というわけだ。

集合住宅の場合は大問題だ。

おそらく、各住戸まで光ケーブル

を引ける場合、MDFまでは光ケ

ーブル化できる場合、まったくで

きない場合の3つになるだろう。

光から電気へ変えるところに、

変換装置を置く必要があるので、

そのスペースをどう確保するかと

2005年がやってきたら……
光ケーブルファイバーは
いったいどうなる!?
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屋内配管の問題もありますが、

屋外から屋内に入る管も、BSや

CSをいくつも入れていたりすると

問題になる。屋根にたくさんアン

テナが立っていれば、家の美観を

損ねますからね。CATV

を選べる場合は、も

うアンテナを立てない

ことが多いです。

一度住んじゃうと

リニューアルはしにくいので、住

まい方を考えておくことが大事で

す。これからは、水道と同じくら

いの考え方が必要になると思いま

すし、点検のできる仕組みも必要

になる。情報の背骨

が中心部にある作り

を考えないといけない

ときが来ていると思い

ます。

こだわりのCATV&CS

建築家　
齋藤英富美さん

ポイント4
CATVのインターネット接続を利用する

ISDNや光、家庭内LANに関しては、これまでのページで書
かれているので、ここではCATVや衛星について説明しよう。
CATVを利用したインターネット接続の場合、ケーブルモ
デムという装置が必要となる。これをどこに設置するかとい
うことが問題となるわけだ。
一戸建ての場合は、当然ながら配線盤のところがよい。こ
こでCATVケーブルを2つに分岐してもらい、一方は放送サ
ービスを利用する部屋へ配線し、もう一方をケーブルモデム
に接続する。ケーブルモデムは通常イーサネットインターフェ
イスを持っているので、それをコンピュータを設置している部
屋に配線することになる。
この工事はCATV会社の人が行う。インターネットなどの
上りのデータがある場合は、ノイズへの対応が必要となるの
で、素人工事は迷惑となるからだ。

ポイント5
集合住宅のCATVは双方向対応が必須条件

しかし、集合住宅の場合はそう簡単にはいかない。当初か
らCATVを導入しているマンションなどは、最近では双方向
対応の設備を入れているので、すぐにインターネットを利用
できる場合が多い。しかし、単方向の設備しか用意していな
かったり、CATVを導入していない場合、共聴システムの総
入れ替えが必要となることもある。アンプを双方向対応へ変

更したり、各住宅内の直列ユニ
ットの交換や、さらには壁に埋
め込まれた同軸ケーブルの交換
まで必要になることもある。た
だし、壁の同軸ケーブルが配管
内に引かれていれば、費用はか
かるが変更が可能である。

いう問題がある。また、MDFか

ら各IDFまでの線をすべて光ケー

ブルにするのだが、それが可能か

どうかにもかかっている。さらに

は、IDFから各住戸への引き込み

の配管も問題だし、それを住戸の

どこまで引き回すかも問題となる。

そのうち「FTTHに対応」とい

うマンションの分譲が出てくると

したら、ねらい目かもしれない。

とは言え、インターネット用にここまで変更することに対
する住民のコンセンサスを得るのは不可能に近い。また、放
送サービス用に改修するなら、CATVよりCSデジタル放送
のパラボラを上げるほうを選ぶのが実利的なので、CATVに
よるインターネットを考えている場合は、最初からそれに対
応した設備を持った住宅を選びたい。

ポイント6
衛星は映像とインターネットを同時に楽しみたい

衛星によるインターネット通信を考えるには、同軸ケーブ
ルによって情報が伝達される他の放送メディアとあわせて総
合的に捉える必要がある。
BSとCSでは周波数帯が重なっていて、1本の同軸ケーブ
ルでは伝達できないこともある。さらに、CSは垂直偏波と水
平偏波の2種類の電波があり、チューナーからの供給電圧に応
じて、どちらの偏波面を選ぶかを指示するようになっている。
一戸建ての場合、CSディジタル放送の利用に加えて、衛
星インターネットを利用するという形態に対処できるように
しておく。そのためには、コンバーター出力を2つ持ったCS
アンテナを設置しておくのが望ましい。偏波面はそれぞれ独
立しているので、CSディジタル放送と衛星インターネットを
両方同時に利用できる。
とりあえずは同軸ケーブル2本を配線盤まで引き込むこと
になる。万が一利用場所が3か所以上になっても、2つのコン
バーターをそれぞれ水平偏波と垂直偏波の専用とし、アンテ
ナの自動選択器を使うことで対処できる。もちろんCS衛星
は1つだけではないので、複数のCS衛星が必要なときは、そ
れぞれに前記の設備が必要となる。

ポイント7
集合住宅は、CS衛星用のアンテナをチェック

集合住宅の場合は放送設備は共聴システムとなっているの
で、一戸建てとは異なって融通はききにくい。まずはCS衛星
用のアンテナが設置されているかどうかが問題となる。それ
も、どのCS衛星用なのかという点だ。
集合住宅のCSの場合、偏波面の関係からブロックコンバ
ーターを利用して周波数が重ならないよう変換している。
DirecTV系は今のところ問題ないが、PerfecTV系は周波数
がBSと重なる部分が発生するので、BSと混合するときには
CSの一部をカットするので見られないチャンネルがあるわけ
だ。もちろん、BSとCSが別々の同軸ケーブルとなっていれ
ば問題ない。入居後に同軸ケーブルを1系統追加するのはぼ
不可能なので、購入前のチェックが重要である。また、集合
住宅の場合は、2分配器などを使って分配することが可能だ。

今回、編集者の取材に同行してさまざまな分野の方にお会
いすることができた。しかし結論から言うと、インターネット
やメディアに関して広い知識を持って「家」を作っている人
はほとんどいなかった。現状で重要なのは、自分で計画し、
要望するということだ。
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